
平成 25 年度～26 年度「ＱＧＩＳ」を使用した森林管理に関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 



 

 

目    次 

 

 

ＧＩＳを活用した森林管理                        ・・・  １ 

                                            

主なＧＩＳソフトの概要                         ・・・  ２   

 

Ｑuantum ＧＩＳの特徴                           ・・・   ３ 

 

ＱＧＩＳのダウンロードと起動                      ・・・  ４  

 

ＱＧＩＳの画面構成と初期値設定                     ・・・  ５  

 

自分の森林簿を作る ～必要なデータとその入手方法～           ・・・  ６   

基礎知識 データファイルの形式と構成                  …  ８   

  基礎知識 空間参照系（ＳＲＳ）とは・・                 …  ９   

 

ＱＧＩＳの基本的な操作方法とデータの読み込み              ・・・ １０ 

  基本的な操作                                                          … １０ 

  ラスタデータを読み込む                         … １１    

  ベクタデータを読み込む                               … １２    

  ＧＰＳデータについて                           … １４    

  プロジェクトの取り扱い                         … １４    

 

知っておくと便利な機能                         ・・・ １５ 

 

具体的な操作方法                            ・・・ １７ 

  背景となる空中写真の読み込み（ラスタデータの読み込み）       ・・・ １７ 

  等高線、林小班データの読み込み 

（ベクタデータの読み込みと表示方法の変更のしかた）        ・・・ １８ 

属性テーブルについて                        ・・・ ２２ 

  ＧＰＳデータの読み込み                       ・・・ ２４ 

  デジタル写真の取り扱い                       ・・・ ２５ 

  簡易な解析事例～林道から３０ｍ以内の範囲を表示する～        ・・・ ３１ 

 

ＧＰＳの使い方                             ・・・ ３４  

 

ＧＩＳ関連用語の解説                          ・・・ ３９   

 

ＱＧＩＳ関連参考図書等                         ・・・ ４３    

 

 

 

 



1 

 

 

                  

 

 

 

森林が適正に管理されるためには、森林所有者が森林の所在や現況を把握し、間伐等の施業を適期に行

うことが必要ですが、都市部への移住や世代交代等により、所有している森林への意識が薄れてきており、

森林の管理や利用を阻害するひとつの要因となっています。 

当センターでは、森林管理に有効な機器類であるＧＩＳ（地理情報システム）やＧＰＳ（全地球測位シ

ステム）を活用した新しい森林管理の方法を提案するため、平成２５年度～２６年度にかけて調査研究を

行いました。 

本県では、行政機関や一部森林組合においては、森林総合情報システムが運用されていますが、森林所

有者や小規模な林業事業体では、ＧＩＳに関する情報が少ないことやソフトが高価であることからその普

及は進んでいません。 

  このため、無料で利用できるＧＩＳソフトである「ＱＧＩＳ」を使い、森林所有者や小規模な林業事業

体が利用できるよう、必要なデータの集め方や「ＱＧＩＳ」の使い方を平易にまとめたマニュアルを作成

することとしました。 

また、併せて位置精度の向上や小型化が進んでいるＧＰＳの利用についても記載し、森林所有者等が、

自ら所有し、あるいは委託を受けている森林の森林データを作成し、それに基づき計画的な森林の管理が

行えるよう支援していくこととしています。 

 

☆ ＧＩＳソフトによる表示のイメージ・・・ 

    複数のレイヤを重ね合わせて現地の空間情報を表します。正しく表示させるためには、ＱＧＩＳ

画面とそれぞれのレイヤの空間参照系を一致させることがポイントです。 

 

 

・レイヤ３（たとえば、河川） 

                                  

                              ・レイヤ２（   〃   等高線） 

     

 

                                   

                              ・レイヤ１ (   〃 オルソ画像) 

 

                                  ・ 

                                                                         ・ 

(空中写真) 

 

 

 

現地（森林）  

                                                                       

 

 

 

 

ＧＩＳを活用した森林管理 
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ＧＩＳ（地理情報システム）を動かすソフトウェアは、その持っている機能の大小により、無料で使える

ものから高価なものまでいろいろなタイプのものが販売または公開されていますので、各自の使用目的に合

ったものを選択することが必要です。 

そこで、ＧＩＳとしての基本的な機能が充実しており、無料で使うことができる「QuantumＧＩＳ」に注

目しました。 

 

主なソフト名 Ｓuper Ｍap 
地図太郎 

PLUS 

Quantum 

ＧＩＳ 
Ａrc ＧＩＳ MANDARA 

特 徴 

基本的な地図表

示・編集機能及

び各種解析機能

が充実。広域、

大容量データを

一元管理してい

るため広域での

空間解析が可

能。 

ワープロソフ

ト等に近い画

面づくりで、わ

かりやすさを

重視。距離や面

積の測定、写真

や説明文の表

示等が容易。 

ＧＩＳを低廉

に多くの人が

利用できるよ

う非営利団体

により作成。基

本機能は充実

しているが、習

得は比較的む

つかしいとい

われる。 

専門家の高度

な使い方にも

応える多機能

なＧＩＳソフ

ト。習得は比較

的むつかしく、

ソフトは非常

に高価。 

教育現場で簡便

に使えるよう作

られており、習

得しやすい。統

計データを塗り

分け地図に表現

するような使い

方に適する。 

ＧＰＳデータの 

活用 
○ ○ ○ ○ × 

習得のしやすさ 比較適容易 比較的容易 
比較的難易度

が高い 
難易度が高い 比較的容易 

パソコンに要求 

する性能 

メモリ 512MB 

以上 

メモリ 2GB 

以上 

メモリ 1GB 

以上 

メモリ 2GB 

以上 特になし 

ＯＳ別動作の可否 Ｗindows のみ Ｗindows のみ 
※マルチプラ

ットホーム 

マルチプラッ

トホーム 
Ｗindows のみ 

価  格 
¥50,000～ 

170,000 
¥20,000 程度 無料 ¥400,000 以上 無料 

備  考 
日本スーパー 

マップ（株） 

東京カート 

グラフィック(株) 

※FOSS４G  ESRIジャパン

(株) 

埼玉大学教育学部 

谷研究室 

（慶應義塾大学・大島非常勤講師資料を参考に作成した。） 

 

  ※ マルチプラットホーム・・・  Ｗindows、Ａndroid、Ｌinux、Ｕnix、ＯＳＸに対応 

   ※ ＦＯＳＳ４Ｇ     ・・・ Ｆree and Open Source Software for Geospatial の略で、オープン・

ソースの地図関連のソフトウェア 

 

 

 

主なＧＩＳソフトの概要 
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      QuantumGIS（略してＱＧＩＳ（キュージス））の特徴は、 

 

① オープンソースＧＩＳソフトウェア 

② 無料（インターネットからのダウンロード）で使用可能 

③ ＧＩＳとしての基本的機能を装備している 

④ 新たな機能の追加も無料のプラグインで可能 

⑤ 世界各国のボランティアによる開発、バージョンアップの実施 

（日本には、ＯＳ地理空間財団日本支部という組織がある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            【①、②、④の表示例】            【③の表示例】 

 

 

                 【④の表示例】                  【⑤の表示例】 

 

ＱuantumＧＩＳの特徴 

（ＱＧＩＳでできること） 

① 地図や衛星写真の表示  … 森林の位置の把握が容易 

② 図形の作成、編集      … 植生ごとの詳細な現況区分が可能 

③ 属性の作成、編集      … ②の内容を表示、自分の森林簿として活用可能 

④ ＧＰＳデータの表示       … 森林内での位置を知ることができる・作業道の表示 

⑤ 検索、解析機能        … 樹種別、林齢別、林道からの距離別等の解析が可能 
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   http://www2.qgis.org/ja/site/forusers/download.html へ アクセスし、 

ダウンロードします。  （以降、Ｗindows 版（Ver.2.4）について記載します。） 

 

 

    

 インストール（Ｖer.２,４ Windows ３２bit 版の場合） 

インストールファイルをダウンロードし、管理者として実行する。 

 上記ウェブサイトへアクセスし、 

 ＱＧＩＳ スタンドアローンインストーラＶersion２.４（３２bit） 

 ファイル：ＱＧＩＳ－ＯＳＧeo４Ｗ－２.４.０－Ｓetup－ｘ８６.exe（３１１ＭＢ） 

（ ※ 随時バージョンアップされるので、ダウンロードしたいバージョンを選択する。） 

 

 起動 

 デスクトップのショートカット「ＱＧＩＳ Ｄesktop ２.４.０」を開く。 

または、スタートメニューの「ＱＧＩＳ Ｃhugiak」にある「ＱＧＩＳ Ｄesktop ２.４.０」

を開く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＱＧＩＳのダウンロードと起動 

パソコンのシステムに対応する

ものをインストールします 
（３２ビットまたは６４ビット） 

ＱＧＩＳは、頻繁にバージョンアップが行われています。 

平成２７年３月１日現在のバージョンは、２.８（Wien）[2015. 2 .20 公表]です。 

   （参考） 2009. 1 月 Ver.1.0.0 (初版) 

                 [中略]  

        2014. 2 月  Ver.2.2 （Valmiera） 

             2014. 6 月  Ver.2.4 （Chugiak） 

        2014.11 月  Ver.2.6  (Ｂrighton) 

アドバイス① 

http://www2.qgis.org/ja/site/forusers/download.html
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１ 画面構成の説明 

メニューバー ：棒状の領域に、テキストで機能を表示 

ツールバー  ：棒状の領域に、アイコンで機能を表示 

地図凡例   ：プロジェクトに追加された地理情報をレイヤ（層）として表示 

地図ビュー  ：地図凡例でのレイヤの設定に基づき地図を表示する場所 

ステータスバー：棒状の領域に、マウスポインタの位置座標、地図ビューの縮尺、プロジェクトの  

空間参照システム等を表示 

 

 

２ 空間参照システムの初期値の設定 

 ＱＧＩＳで最もよく使用する空間参照システムを初期値として設定する。 

（※ここでは愛媛県での使用を想定し、平面直角座標系の第Ⅳ系を設定することとする。） 

 メニュー → 設定 → オプション 

 左端の項目から「ＣＲＳ」を選択 

 「新プロジェクトの既定の投影座標系」の「選択」をクリック 

 「フィルター」に「２４４６」と入力 

 「世界中の空間参照システム」から「JGD2000／Jpan Plane Rectangular CS Ⅳ EPSG:2446」

をクリック 

 「選択されたＣＲＳ」が「JGD2000／Jpan Plane Rectangular CS Ⅳ」になっていることを確

認し、「ＯＫ」をクリック 

 「新しいレイヤの投影座標系」の「選択」をクリック 

 「フィルター」に「２４４６」と入力 

 「世界中の空間参照システム」から「JGD2000／Jpan Plane Rectangular CS Ⅳ EPSG:2446」

をクリック 

 「選択されたＣＲＳ」が「JGD2000／Jpan Plane Rectangular CS Ⅳ」になっていることを確

認し、「ＯＫ」をクリック 

ＱＧＩＳの画面構成と初期値設定 

メニューバー 

ツールバー 

ステータスバー 

地図ビュー 地図凡例 
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 「ＯＫ」をクリック 

 

 

 

       背景として                      

 空中写真（オルソ画像）        

 1/25,000 地形図            

                             

重ね合わせていくレイヤとして 

 林小班図（または国土調査集成図） 

 自己所有林（属性データを森林簿に） 

 道路 

 河川 

 等高線 

 ＧＰＳデータ 

 状況写真 など 

 

データ名 入手方法 

 

 

 

 

 空中写真  

（オルソ画像） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の森林簿を作る～必要なデータとその入手方法～ 

空中写真は、国土地理院撮影区域（平地、離島部約 1,900万 ha) 

と林野庁撮影区域（山地、森林地帯約 1,900万 ha)があり、入手し

たい場所が、どちらの区域に当たるかを確認し、購入の手続きを

行います。 

空中写真の歪みを補正し、正しい位置情報を付与したオルソ画像

は、様々な地理空間情報と重ね合わせることができ、多様な利用

が可能です。 

３km×４km図郭（約 1,200ha)が、5,000円程度で販売されていま

す。詳細は国土地理院及び林野庁のHPを参照して下さい。 

  

 1/25,000 

地形図 

  

（財）日本地図センターから「数値地図 25,000（地図画像）」を購入

します。必要な地図の区域を選んで、入金後ダウンロードします。

（１ファイル当たり１７５円） 

ＴＩＦＦ形式のラスタデータで提供されます。 

  

 林小班図等 

  

森林計画図（林小班図）は、森林の区域を示した図面です。森林

を尾根や河川等で区切った「林班」とさらに植生により細かく区切

った「小班」で構成されています。愛媛県内の民有林については

愛媛県が作成しています。（注：森林林業行政の内部資料として作

成しているものであり、土地に関する諸権利を証明するものではあ

りません。） 

愛媛県森林簿等管理要領に基づき、自己の所有林についてのみ

電子データでの交付を受けることができます。 
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データ名 入手方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データファイルの構成について 

 

次のページにも記載していますが、たとえば、国土地理院基盤地図情報ダウンロード

サービスからダウンロードすると、シェープファイルといっても、複数の拡張子をもつ

ファイルがたくさん表示されます。シェープファイルは、この複数のファイルが一組と

なってはじめて機能するので、データをコピーする場合には、shp の拡張子がついたフ

ァイルのみでなく、関連するファイルを１セットとして取り扱うことが必要です。 

シェープファイル以外についても同様です。 

「GIS 上では、関連する複数のファイルが１セットで機能する」ということです。 

 

 

アドバイス② 

 道 路 

 河 川 

 等高線 

 建築物 

 市町界 

  

これらのデータは、国土地理院の基盤地図情報ダウンロードサービ

スから入手することができます。 

（ログインＩＤとパスワードの登録が必要です。(無料）） 

同じサイトにある「基盤地図情報閲覧コンバートソフト」を使い、ＧＩＳ

でよく使われるファイル形式（ｓｈｐファイル）に変換して利用します。 

 ＧＰＳデータ 

  

ＧＰＳやＧＰＳロガーを利用して森林を踏査し、データ（軌跡、ポイ

ント等）を取得します。このデータをＱＧＩＳ上に表示することができ

ます。森林内のどのあたりを歩いたか、また、軌跡自体を作業道の

路線として表示させることも可能です。 

  

 デジタル写真 

  

デジタルカメラの時刻とＧＰＳの時刻をあわせておくと、撮影した写

真に位置情報を付与することができ、ＱＧＩＳ上に表示することがで

きます。林内の状況把握や境界杭の管理に利用できます。  
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データ名 ファイルの形式 ファイル構成ほか 

背景となる空中写真 

  (オルソ画像） 
ラスタ 

★今回使用した画像は、TIFFファイル、AUXファ

イル、RRDファイル、TFWファイルの４つのファイ

ルで構成されています。 

地形図 ラスタ 
★今回使用した地形図は、TIFFファイルと

POINTSファイルで構成されています。 

林小班図 

 (森林計画図） 
ベクタ 

★今回使用した林小班図は、シェープファイルで

構成されています。 

・等高線 

・道  路 

・河  川 

ベクタ 

ベクタ 

ベクタ 

★今回使用した等高線、道路、河川は、シェープ

ファイルで構成されています。 

ＧＰＳデータ ベクタ 

★ＧＰＳとデータをやりとりする時に使われる GPX

というファイル形式です。

Waypoint(点）,Track(線）,Route（点+線）の３つの

レイヤが１つのファイルの中にあります。 

デジタル写真 

ラスタ 
（ポイントレイヤ（ベク

タ）に変換して利用） 

★変換時に４つの必須ファイルの他にいくつかの

オプションファイルが作られています。 

 

データファイルの形式と構成 

 ＱＧＩＳで扱うデータには、大きく分けてラスタ形式とベクタ形式の２種類のデータがあります。 

セルの塗りつぶしとして表現します。（拡大していくとギザギザに

なります。）衛星画像やＤＥＭ（標高データ）、デジカメ写真などが

これになります。 

ファイルフォーマットは、JPG、PNG、BMP、TIFFファイルなど。 

  

 ラスタ形式 

  

 ベクタ形式 

  

点や線、それらで囲まれた面(ポリゴン）で表現します。 

(形を変えることができます。） 

代表的なファイルフォーマットは、シェープファイルで、図形デー

タ(SHP)、インデックスデータ(SHX)、属性データ(DBF)、空間参照

系情報(PRJ)の４つの必須ファイルとその他オプションファイルで

構成されています。 

  

基礎知識 
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大分類 
測地系 

投影法 備 考 
名称 地球の形 標高の基準 

地理座標系 

（地球の位置を丸

い地球のまま考

える） 

ＷＧＳ８４ ＷＧＳ８４ 
 

― 

 

世界測地系 

（ＪＧＤ2000） 
ＧＲＳ８０ 

東京湾平均

海水面 

 

日本測地系 ＴＯＫＹＯ 
 

 

投影座標系 

（地球の位置を平

面に投影して考

える） 

世界測地系 

（ＪＧＤ2000） 

ＧＲＳ８０ 

(≒WGS84) 

東京湾平均

海水面 

ＵＴＭ(ユニバーサ

ル横メルカトル法) 

愛媛県は、第５３帯に

属する 1/25000図 

平面直角座標系 
愛媛県は、Ⅳ系に属

する。森林基本図 

日本測地系 

(TOKYO) 
ＴＯＫＹＯ 

ＵＴＭ  

平面直角座標系  

                         （竹島喜芳著「実務で使う林業ＧＩＳ」より引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

覚えておきたい空間参照系 

空間参照系 測地系 ＥＰＳＧ 備考 

地理座標系 ＷＧＳ８４ ４３２６ 
米国で策定された世界測地系 

ＧＰＳの軌道情報や位置表示の基準 

投影座標系 

ＪＧＤ２０００ 

Japan Plane 

Rectangular 

ＣＳ Ⅳ 

２４４６ 

日本で策定された世界測地系（JGD2000）を基準

に作成された平面直角座標系 

日本を１９の地域に分割し、四国は第４系を適用 

 

アドバイス③ 

空間参照系（ＳＲＳ）とは・・ 

 空間参照系（Ｓpatial Ｒeference Ｓystem）とは、位置情報共有のための規格または定義のことです。   

    測地系 ・・・ 地球上の位置を緯度経度、高さで表すための基準 

    投影法 ・・・ 丸い地球を平面として表現する時に使われる技術   で定義されています。 

 ＱＧＩＳには、それぞれのデータに空間参照系が定義されていれば、それらを重ね合わせて、正しく 

表示させるための「オンザフライ機能」があり、異なる空間参照系のデータを表示することができます

が、解析等を行う場合には、空間参照系を一致させておくことが必要です。 

日本で使われる主な空間参照系一覧 

基礎知識 
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１ 基本的な操作 

１－１ 地図ビューの表示設定 

 拡大・縮小 

 メニュ → ビュー → 拡大または縮小 

 拡大・縮小したい場所をクリックまたは範囲をドラッグ 

 拡大・縮小したい場所でマウスホイールを回転 

 移動 

 メニュー → ビュー → 地図移動 

 移動したい場所までドラッグ 

 全域表示 

 メニュー → ビュー → 全域表示 

 縮尺の指定 

 ステータスバーの「縮尺」の右にある▼をクリックして数値を選択 

 

 １－２ 地物の情報表示 

 地物が持つ地理情報や属性情報を表示 

 地図凡例から情報を表示したいレイヤをクリック 

 メニュー → ビュー → 地物情報表示 → 地物をクリック 

・地物情報ダイアログに情報が表示される 

 

１－３ 地物の選択（※ベクタレイヤのみ） 

 範囲を指定して特定の地物を選択 

 地図凡例から選択したいレイヤをクリック 

 メニュー → ビュー → 選択 

 選択方法を「１個の地物を選択する、長方形領域による地物選択」等から選択 

 地物を選択 

 条件を指定して特定の地物を選択 

 地図凡例から選択したいレイヤをクリック 

 メニュー → ビュー → 選択 → 条件選択 

 条件選択ダイアログが表示されるので「式」に条件式を入力 

・条件式は、関数リスト、演算子、フィールドの項目から組み合わせるのが便利 

 「選択」をクリック 

 選択された地物へのズーム 

 メニュー → ビュー → 選択部分にズーム 

 すべてのレイヤを対象に地物の選択を取り消し 

 メニュー → ビュー → 選択 → すべてのレイヤから地物選択を取り消す 

 

１－４ スナップの設定（※ベクタレイヤのみ） 

 スナップを有効に設定すると、マウスポインタが頂点や線分に近づいた際に、自動的に頂点や線分

上に移動 

 メニュー → 設定 → スナップオプション 

 スナップしたいレイヤの左端の四角い枠をクリックし、☒に変更 

ＱＧＩＳの基本的な操作方法とデータの読み込み 
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 「モード」を「頂点、線分、頂点と線分」から選択 

 許容範囲の数値を入力 

 「単位」を「地図上の単位、ピクセル」から選択 

 「ＯＫ」をクリック 

 

１－５ 距離・面積・角度の計測（※ベクタレイヤのみ） 

 距離・面積・角度の測定結果を表示 

 メニュー → ビュー → 計測 → 線の長さを測る または 面積を測る または 角

度を測る 

 地物を計測したい場合は、スナップを有効に設定 

 最初の点をクリックし、次の点を順番にクリック 

 線の長さと面積の場合は、右クリックで計測終了 

 

 

２ ラスタデータを読み込む 

 背景となる航空写真や 1/25,000 地形図 

 メニュー → レイヤ → ラスタレイヤの追加 → 読み込みたいファイルを選択し、 

「開く」をクリック 

※特にオルソ画像のラスタデータは、 

○○.tif  ・・ラスタ 

○○.aux ・・ラスタデータの座標情報が格納 

     ○○.rrd  ・・低解像度データセット       ラスタと同一場所に置かれる 

       ○○.tfw ・・ワールドファイル          付属ファイル 

 

（※.tfw は、ラスタデータがTIFF ファイルの場合のワールドファイルです。） 

 

    の４つのファイルが、一組となっている。 

読み込むファイルとして選択するのは、○○.tif のファイル。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワールドファイルについて 

 

ワールドファイルとは、対応するラスターデータの外部ファイルに位置情報を記述 

したもの。【ラスターファイル＋ワールドファイル】で機能します。 

ラスターといえば、Tiffだけでなく、Jpegや Bmpがあるので、拡張子の定義として

は、ラスターデータの最後の文字に【ｗ】を付けたものとされています。 

Tiff  ⇒ ワールドファイル拡張子は tfw 

Jpeg   ⇒ ワールドファイル拡張子は jgw 

Bmp    ⇒ ワールドファイル拡張子は bpw 

なお、『GeoTiff』は Tiffファイル自体に位置情報を組み込んだものなので、『Tiff

＋ワールドファイル』 と『GeoTiff』は同じものということになります。 

アドバイス④ 
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３ ベクタデータを読み込む 

 

３－１ 既存シェープファイルの追加 

 プロジェクトに既存のシェープファイルを追加 

 メニュー → レイヤ → ベクタレイヤの追加 

 「ソースタイプ」から「ファイル」を選択 

 「エンコーディング」は、データ作成時に使用された文字コードを選択 

 ・日本語を使用する地理情報の多くは、「Shift  JIS」を使用 

       ・この他には、文字化けの少ない「ＵＴＦ－８」等がある 

 「ソース」の「ブラウズ」をクリック 

 ファイル名の右にあるファイル形式のボタンをクリックし、一覧から「ESRI 

Shapefiles（＊.shp、＊SHP）」を選択 

 保存されているフォルダを選択し、ファイルをクリック 

 「オープン」をクリック 

 空間参照システムが設定されていない場合は、「空間参照システム選択」ダイアログが表示され

るので、選択し「ＯＫ」をクリック 

 

３－２ 新規シェープファイルの追加と保存 

 プロジェクトに新しいシェープファイルを追加し、ファイルを保存（※ここでは空間参照システム

を平面直角座標系の第４系に設定） 

 メニュー → レイヤ → 新規 → 新しいシェープファイルレイヤ 

 「タイプ」を「点、ライン、ポリゴン」から選択 

 「ＣＲＳの指定」の左側が「EPSG：2446－JGD2000／Japan Plane Rectangular CS Ⅳ」に

なっていることを確認 

 新しい属性を追加したい場合 

・「名称」に適当な名前を入力 

・「タイプ」を「テキストデータ、整数値、小数点付き数値、日付」から選択 

・幅（※文字数または桁数）を入力 

・小数点付き数値、日付の場合は、精度（※小数点以下の桁数）を入力 

・「属性リストに追加する」をクリック 

 「ＯＫ」をクリック 

 保存するフォルダを選択し、「ファイル名」に名前を入力 

 「保存」をクリック 

 地図凡例にレイヤとして追加される 

・レイヤのスタイルは、自動的に設定される 

 

 ３－３ 地物の追加 

 レイヤを編集可能なモードに移行し、地物を追加 

 編集したいレイヤを地図凡例から選択 

 メニュー → レイヤ → 編集モード切替（※編集の開始） 

 メニュー → 編集 → 地物の追加 

 任意の点をクリック 

 ラインとポリゴンの場合は、最後の点をクリックした後で右クリック 

 メニュー → レイヤ → 編集モード切替（※編集の終了） → 保存 
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３－４ 地物の移動 

 レイヤを編集可能なモードに移行し、地物を移動 

 メニュー → レイヤ → 編集モード切替（※編集の開始） 

 メニュー → 編集 → 地物の移動 

 地物をドラッグ 

 メニュー → レイヤ → 編集モード切替（※編集の終了） → 保存 

 

 ３－５ 地物の変形 

 レイヤを編集可能なモードに移行し、地物を変形 

 メニュー → レイヤ → 編集モード切替（※編集の開始） 

 メニュー → 編集 → ノードツール 

 頂点をドラッグ 

 ラインデータ、ポリゴンデータで頂点を追加したい場合は、線分をダブルクリック 

 メニュー → レイヤ → 編集モード切替（※編集の終了） → 保存 

 

 ３－６ ジオメトリ(形状)のチェック 

 ジオメトリのチェックを実行すると、作成した地物のジオメトリ(形状)を調査 

 メニュー → ベクタ → ジオメトリツール → ジオメトリの整合性をチェック 

・「ジオメトリの整合性をチェック」ダイアログボックスが表示される 

 「入力ベクタレイヤ」からチェックしたいレイヤを選択 

 「ＯＫ」をクリック 

・ジオメトリに問題のある場合は、エラーの内容が表示される 

・エラー内容をクリックすると、地図ビューに問題のある場所を表示 

 

 ３－７ 属性テーブルの表示 

 地物に関連付けられた情報を表形式あるいは帳票形式で表示 

 メニュー → レイヤ → 属性テーブルのオープン 

 属性テーブルを表示 

 右下にある２個のアイコンのうち、右側は表形式、左側は帳票形式で表示 

 選択された地物だけを表示したい場合は、左下にある「全ての地物を表示する」ボタンをクリ

ックし、「選択した地物を表示する」をクリック 

 

 ３－８ 属性テーブルへのジオメトリカラムの追加 

 属性テーブルに地理情報のカラム(列)を追加 

 メニュー → ベクタ → ジオメトリツール → ジオメトリカラムの出力／追加 

 追加される地理情報 

・点データ   ：Ｘ座標、Ｙ座標 

      ・ラインデータ ：線分の長さ 

      ・ポリゴンデータ：面積、外周長 

 

 ３－９ 地図ビューの表示方法の設定 

 レイヤの表示・非表示の変更 

 レイヤを表示する場合は、地図凡例の四角い枠をクリックし、☒に変更 

 レイヤを非表示にする場合は、地図凡例の四角い枠をクリックし、□に変更 

 レイヤの重なり順の変更 

 レイヤの重なり順を変更する場合は、地図凡例に表示されたレイヤをドラッグ 

 原則として、地図凡例の上位にあるレイヤが、地図ビューで上層に表示される 
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 各レイヤを地図ビューでどのように表示するかを設定 

 地図凡例から設定したいレイヤをクリック 

 メニュー → レイヤ → プロパティ 

・一般情報：レイヤ情報、空間参照システム、縮尺に応じた表示設定等 

・スタイル：地物の色、模様、境界線等 

・ラベル：ラベルの表示・非表示、表示する属性、テキストのスタイル・背景・配置等 

・フィールド：属性テーブルのカラム（列）の追加・削除等  

 

 

４ ＧＰＳデータについて 

 ＧＰＳデータを読み込む   

 データ形式は、ＧＰＸファイル 

 地物タイプとして、ウェイポイント・ルート・トラックの３種類がある。 

 メニュー → ベクタ → ＧＰＳツール → 参照ボタンをクリックし、ＧＰＳファイルを

選択する（この時に読み込んで表示させたい地物タイプ【ウェイポイント・ルート・トラック】

も選択する。） → ＯＫ 

 ＧＰＳの軌跡（トラック）を表示させた時、細い線で表示され、見えにくい場合があるので、 

読み込んだＧＰＳレイヤを右クリック → プロパティ → 保存されているスタイルの中

から見やすいスタイル（線種）を選択してＯＫをクリック。 → 大きく表示される。   

 

          【ＧＰＳについては、Ｐ３４～３８に詳述しています。】 

 

 

５ プロジェクトの取り扱い 

５－１ プロジェクトについて 

 ＱＧＩＳは、プロジェクトで様々な設定内容を管理する。 

 管理しているのは、レイヤ（ファイル）の保存場所、レイヤの表示・非表示、レイヤの重

なり順、レイヤのスタイル、地図の縮尺、地図の表示範囲等 

 レイヤのデータファイル自体は、保存されていないので注意が必要。 

（別のパソコンにプロジェクトのみをコピーしても、データファイルがないので表示されない。） 

 

５－２ 新しいプロジェクトの作成と保存 

 新しいプロジェクトを作成（※ＱＧＩＳを起動した際は、自動的に新しいプロジェクトが用意され

ているので作成は不要） 

 メニュー → プロジェクト → 新規 

 

 プロジェクトを保存 

 メニュー → プロジェクト → 名前をつけて保存 

 保存するフォルダを選択し、「ファイル名」に名前を入力 

 「保存」をクリック 
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１ 空間参照系の変更 

 ＱＧＩＳを起動 

 地図凡例から空間参照系を変更したいレイヤを選択 

 メニュー → レイヤ → 名前を付けて保存 

 「名前を付けて保存」の「ブラウズ」をクリック 

 保存するフォルダを選択し、「ファイル名」に名前を入力 

 「ＣＲＳ」の▼をクリックし、「選択されたＣＲＳ」をクリック 

 「ＣＲＳ」のブラウズをクリック 

 変更したい空間参照システムを選択し、「ＯＫ」をクリック 

 「ＯＫ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地籍図（紙ベース）を読み込む方法 

 地籍図を用意 

 外枠にＸ座標、Ｙ座標が記載されていることを確認 

 スキャナーで地籍図をスキャン（※解像度は約 200～300dpi） 

 画像をTIFF 形式等で保存 

 

 ＱＧＩＳを起動 

 メニュー → プラグイン → プラグインの管理とインストール 

・「GDAL ジオリファレンサー」の左端の四角い枠をクリックし、☒に変更 

      ・閉じる（※この作業は 2 回目以降不要） 

 メニュー → ラスタ → Ｇeoreferencer → Ｇeoreferencer → ダイアログの表示 

 メニュー → ファイル → ラスタを開く 

 保存されているフォルダを選択し、ファイルをクリック 

 「開く」をクリック 

 空間参照システムを選択し、「ＯＫ」をクリック 

 メニュー → ビュー → 拡大 → 四隅のうち 1 点を拡大 

 メニュー → 編集 → ポイントの追加  

→ 縦線と横線が交差した部分の中心をクリック 

      → 「Ｘ／東方向」にＸ座標の値を入力 

 

知っておくと便利な機能 

プロジェクトと異なる空間参照系のレイヤを追加した場合、ＱＧＩＳの初期設定では

“オンザフライ”ＣＲＳ変換により、自動的に位置を調整しますが、地物情報や計測

結果に誤りを生じる場合があるので、同じ空間参照系にしておくことが望ましい。 

アドバイス⑤ 
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 → 「Ｙ／北方向」にＹ座標の値を入力 → 「ＯＫ」をクリック 

 ・ダイアログの下方にある「ＧＣＰテーブル」に情報が表示される 

 メニュー → ビュー → レイヤの全領域にズームする 

 残り 3 点も同様にＸ座標、Ｙ座標の値を入力 

 メニュー → 変換の設定 

・変換タイプは、「多項式１」を選択 (※例) 

・再サンプリングは、「キュービック」を選択（※例） 

・圧縮方法は、NONE を選択 

・出力ラスタは、右端のアイコンをクリックし、保存するフォルダを選択し、ファイル名を入 

力し、ファイルの種類が「GeoTIFF」になっていることを確認して「保存」をクリック 

      ・ターゲットＳＲＳは、該当する空間参照システムを選択し。「ＯＫ」をクリック 

      ・必要に応じてターゲットの解像度を設定 

      ・「ＯＫ」をクリック 

 メニュー → ファイル → ジオリファレンシングの開始 

 ＧＣＰテーブルに表示された「residual [ピクセル]」（誤差）の値が十分に小さいことを確認 

 ファイル → 終了 

 「ＧＣＰの保存」ダイアログが表示されるので、「変更を破棄」を選択 

 保存したファイルを適当なプロジェクトに追加し、位置関係が正しいことを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラグインについて 

 

ＱＧＩＳには、「プラグイン（アプリケーションの機能を拡張するための追加の

プログラム）」と呼ばれるしくみがあり、これによって新しい特徴や機能を簡単に

追加することが可能で、実際に多くの機能はプラグインによって実装されていま

す。 

【よく使うプラグインとその機能】 

 ・GRASS       … データ解析 

 ・photo2 shape  … 位置情報付きデジタル写真からポイントレイヤを発生させる 

 ・eVis           … ポイントレイヤをクリックして写真を表示させる 

 ・table Manager …  shp ファイルに含まれる表の管理 

・Statist        … 合計、固有値、平均等の簡単な統計 

 

アドバイス⑥ 
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１ 背景となる空中写真の読み込み （ラスタデータの読み込み方法） 

    ① ＱＧＩＳが立ち上がった画面から 

 

 

 

    ② 空中写真ファイルを選択  

 

 

③ 空中写真が表示される 

 

具体的な操作方法 

メニューバーの「レイヤ」を選択 

↓ 

「ラスタレイヤの追加」をクリック 

空中写真ファイル

を選択し、開く 

地図凡例エリ

アに読み込ん

だファイル名

(レイヤー)が表

示される 

もし、表示されない場合は、空中写真

とこの画面(プロジェクト)の空間参

照系が一致していないので、「オンザ

フライを有効にする」に設定する。 

EPSG2446 

(=JGD2000 Ⅳ系) 



18 

 

２ 等高線、林小班図データ等の読込み（ベクタデータの読込みと表示方法の変更のしかた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラウズをクリックする 

①林小班ファイルを選択

し、「開く」をクリック 

メニューバーの「レイヤ」を選択 

↓ 

「ベクタレイヤの追加」をクリック 

②「開く」をクリック 

（エンコーディングは、

Shift JIS） 
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※ 空中写真が見えるよう、林小班レイヤーの表示を変更する 

 

 

 

 

 

 

このように読み込まれる

が、塗りつぶされているの

で、空中写真が見えない 

林小班レイヤーを右クリ

ックして、「プロパティ」

を開く 

「シンプル塗りつ

ぶし」をクリック 

注）個人申請により、愛媛県

森林簿等管理要領に基づいて

交付されたデータは、自己所

有林のみの表示となる 
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※ 林小班の線の色を変更する 

 

 

 

「塗りつぶしスタイル」から

「ブラシ無し」選択し、OK   

をクリック 

塗りつぶしがなくなり

空中写真が見えるよう

になったが、線の色が

黒く見えにくい 

林小班レイヤーの「プロパティ」

から「線の色」を選択し、変更

したい色を選び、「OK」をクリ

ックする（線の太さも同様に） 
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林小班の線の色が変

更された。(黒→黄色) 

拡大すると・・ 

同様にして等高線も表示させる 

（色や線の太さも変更可能） 
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３ 属性テーブルについて 

ベクタレイヤには、地図を表示するための点、線、ポリゴンの座標情報と同様に重要な情報が、す

べて、属性テーブルに収められています。たとえば、所有林を示すレイヤには、林小班、地番、面積、

樹種、林齢などを持たせることができます。必要に応じて列（フィールド）や行（レコード）の追加、

削除、属性値の変更を行うことができます。 

 

(1)  属性テーブルの列（フィールド）の追加 

 

 

 

・表示された属性テーブルに「森林の種類」という列を追加する 

 

 

 

①「編集モード切替」を左クリック 

②「新規カラムを作る」を左クリック 

①対象とするレイヤを選択する 

②右クリックでメニューを表示し、「属

性テーブルを開く」を選択し、左クリ

ックすると、下図が表示される 

①名前の欄に「森林の種類」と入力 

②タイプが、４種類あるので該当するもの 

を選択（文字の場合はテキストを選択） 

③幅を入力（１０くらいにしておく） 

④ＯＫをクリック 
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※ 行の場合は、地図ビューに表示されているデータを編集モードで編集（追加、変更等）した場合に

属性テーブルの最終行の次に新しい行が自動的に追加されます。 

 

 

(2)  属性テーブルの列（フィールド）の削除と属性値の変更 

 

①「森林の種類」という列ができている 

が、NULL（データがない状態）と表 

示されている 

②入力したいセルで左ダブルクリック 

すると反転し、入力可能となる 

必要事項を入力し、表を完成させる 

※入力するデータとタイプ（整数値、小

数点付き数値、テキスト、日付）を一致

させること、及び適切な幅に注意する 

①「カラムを削除する」を選択 

②削除しようとする属性（列の名称）

を選択し、ＯＫをクリック 

属性データを変更する場合は、該当するセルを左

ダブルクリックし、入力する 

※数値は半角、テキストは全角で入力すること 
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４ ＧＰＳデータの読み込み  

   ＧＰＳを使って軌跡やポイントのデータを取りますが、そのデータは、ＧＰＸデータとして 

ＱＧＩＳに読み込むことができます。 

 

 
 

 

 
 

 

 

メニューバーから 

ベクタ→GPS→GPS ツールを

選択 

「参照」をクリックし、

GPSデータ選択し、開く 

GPS ファイルの「地物タイプ」

を指定（軌跡だけを表示したい

場合、「トラック」以外のチェッ

クを外す）し、OKをクリック 
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５ デジタル写真の取り扱い  

(1)  デジタル写真に位置情報を付加する 

    ＧＰＳ付のデジタルカメラを利用すれば、撮影した写真には位置情報がついていますが、普通のデ

ジタルカメラを利用する場合は、軌跡を記録するＧＰＳやＧＰＳロガーの時刻とデジタルカメラの時

刻を合わせておくと、軌跡と同期させて位置情報を付加することができます。 

ここでは、ＧeoＳetter というフリーソフトを使って説明します。ダウンロードしたＧeoＳetter を

立ち上げると下図のような画面が開きます。 

 

 

【画面構成】 

 

読み込んだ GPS データが見や

すいように、レイヤーのプロパ

ティ（スタイル）からマーカー

ラインの太さと色を変更する 

 写真を読み込む画面 

 軌跡を読み込む画面 

プレビュー画面 

① ② 
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  【位置情報がないデジタル写真を①の画面に、ＧＰＳの軌跡データを②の画面に読み込む】 

 
        

 

 

 

画像→フォルダを開く→

読み込む写真ファルダを

選択→ダブルクリック 

軌跡ファイルを開く→

読み込む軌跡を選択→

ダブルクリック 

ａ 画像→すべて選択→ＧＰ

Ｓデータから同期 

ｂ 「現フォルダ内の軌跡と

同期」にチェック、「撮影日

と軌跡点の最大時間差（秒）」

を入力、「現在の Windows

設定を使う」を選択し、了解

をクリック 

「はい」をクリック 

ａ 

ｂ 
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 【位置情報が付加されたデジタル写真を保存する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

位置情報が付加され、 

赤字で表示される 

画像→選択され

た画像の変更を

保存→クリック 
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(2)  位置情報を持つデジタル写真からポイントレイヤを発生させる 

 
 

 

 

 

 

 

 

メニューバー「ベクタ」から

「Photo2Shape」を開く 

「 Photo2Shape 」の 上段の

Browse をクリックし、位置情

報がついた写真が入っているフ

ォルダを選択する 

「Photo2Shape」の下段の Browse を

クリックし、発生させたポイントレイ

ヤを保存するファイルを作り、「OK」

をクリックすると、デジタル写真がポ

イントレイヤとして保存される 
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レイヤ→ベクタレイヤの追加→

前頁で作ったポイントレイヤの

ファイルを開くと、カメラマー

クが表示される 

しかし、黒く、小さく表示され

るので大きさと塗りつぶしの色

を見やすいように変更する 

ポイントレイヤの「プロパティ」

を開いた状態 

デジタル写真の枚数分のポイン

トが表示される 
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(3)  デジタル写真を表示する（プラグイン「ｅＶis」を使う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイントレイヤを選択してお

き、メニューバーの「データベ

ース → eVis → eVis イベント

ツール」を選択すると、マウス

ポインタが矢印マークになる 

その矢印マークでカメラマーク

をクリックすると、その地点のデ

ジタル写真が表示される 
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６ 簡易な解析事例 ～林道から３０ｍ以内の範囲を表示する～ 

 

空間演算ツールを使っていろいろな解析を行うことができますが、林道そのもののシェープファイ

ルが入手できない場合は、ＧＰＳで林道の軌跡を取得し、次の手順で行うことができます。 

 

  手順① ＧＰＳで取得した林道の軌跡（＝ＧＰＸファイル）をシェープファイルに変換する。 

       名前を付けて保存する際にｓｈｐファイルを指定してやればよい。 

  手順② 空間演算ツールを使ってバッファを発生させる。 

（今回は３０ｍ以内としているが、範囲は自由に設定できる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

GPS の軌跡データ(GPX データ)を表示させ、右

クリックして、「名前を付けて保存」を選択する 

①形式：ESRI  shape file 

②保存するファイル名を入力（「裏山林道」とする） 

③CRS：JGD2000 Ⅳ系を選択 

④保存されたファイルを地図に追加するにチェック →OK 
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shp ファイルに変換された軌

跡が表示される。（「裏山林

道」プロパティで見やすい

線、色に変更） 

①「裏山林道」レイヤを選択した状態で 

②ベクタ→空間演算ツール→バッファの順に選択する。 
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①入力ベクタレイヤ：たとえば「裏山林道」 

②バッファ距離：表示させたい距離（ｍ）を入力 

③融合にチェックすると連続して表示される 

④出力シェープファイル名を入力：たとえば「30ｍ」 

⑤結果をキャンパスに追加するにチェック → ＯＫ 

「裏山林道」というベクタレイヤに対して、３０ｍ以内の

範囲が表示される。 
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精度を悪くする 

３つの要因 

 

①光の遅延 

ＧＰＳ衛星から発信される電波
の速度が大気を通過する間に
変化する。 

(ディファレンシャル補正可能） 

 

③マルチパス 

遮断された電波が地形や樹木
などに跳ね返って受信機に届く
ために誤差が生じる。 

（補正方法なし） 

 

②衛星の配置 

衛星の位置が偏っているか、
均等に散らばっているかによ
り精度が変わる。 

(森林内での対処は困難） 

 

ＧＰＳの使い方 
 

 ＧＰＳ（Ｇlobal Ｐositioning Ｓystem）は、アメリカ国防省によって開発されたシステム

です。ＧＰＳ衛星とＧＰＳ受信機を使ったシステムを利用し、自分が地球上のどこにいるの

か、手軽にわかるようになりました。 

ＧＰＳ受信機は、距離と時間により現在地を割り出すため、４つ以上の

ＧＰＳ衛星からの電波を受信する必要がある。 

  ［ＧＰＳ衛星と受信機との距離＝光の速度×到達にかかった時間］  

ＧＰＳの原理  

①位置を知る       ・・・ 緯度経度で表示される 

②位置を記録する    ・・・ ポイントや軌跡として記録 

③指定された場所に行く・・・ ナビゲーション 

  

ＧＰＳでできること  

ＧＰＳの誤差  

ＧＰＳの基本的な使い方  

◎ ＧＰＳの電源は、山に入る前に入れる。（衛星を補足してから山へ入る） 

◎ ＧＰＳは、身体から離して、水平に持つ。 

◎ データを取る時は、立ち止まって数秒待ってから取る。 
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(1)  ＧＰＳの操作 （GARMIN  eTrex30J を例として作成しています。） 

  【各部の名称と主な機能】 

 
 

 

 

  【ＧＰＳ機能をオンにする】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

       

 

        

 

 

ズームイン、ズームアウト 

→地図の縮尺を大きく、

小さくする 

バックボタン 

→実行中の操作や文字入力を

キャンセルする 

メニューボタン 

→各ページのオプション

メニューの表示 

クリックスティック 

→上下左右に動かせて選択 

→中央を押すと決定 

電源ボタン（ライトボタン） 

→長押しで電源のオン/オフ 

→バックライトの明るさ調整 

メニュー画面から「設

定」を選択し、決定（ク

リックスティックの

中央を押す） 

「システム」を選択

し、決定 

「衛星受信モード」か

らデモモード以外を選

択し、決定 

※デモモードでは、衛

星の電波を受信しない 
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【受信状況の確認】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受信データ（軌跡）の保存】 

  ＧＰＳ機器は、衛星受信モードをオンにしておくと、自動で軌跡を取りますが、必要な軌跡が取

れた時点で、そのデータを保存することが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー画面から

「衛星情報」を選択

し、決定 

現在地の緯度経度、位置

精度（誤差）、標高、衛

星配置等が表示される 

メニュー画面から

「軌跡管理」を選択

し、決定 

「現在の軌跡」を選

択し、決定 

「軌跡保存」を選択

し、決定 （次ページへ） 

現在の誤差が半径で表示

されている。eTrex 30J

の位置精度は、半径４ｍ

であるので、もうしばら

く待って完全に受信して

からデータを取る。 
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【保存した軌跡を地図に表示する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他詳細な使用方法は、ＧＰＳ機器の取り扱い説明書を参照して下さい。 

現在の軌跡が、日時

で表示されるが、日

本語を入力し、ファ

イル名をつけるこ

とができる 

ファイル名入力後、

「ＯＫ」をクリック 

軌跡が保存された。 

この後、「現在の軌

跡を消去します

か？」と表示される

ので、「はい」か「い

いえ」を選択 

保存したファイル名を選択し、「地図参

照」をクリックすると、地図上に軌跡が

表示される 
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ＧＰＳで計測した面積とコンパス測量で実測した面積の比較 

 

GARMIN  eTrex30J には、「面積計算」というメニューがあり、ＧＰＳを持って面積を測ろうとする区

域の外周を歩けば、その区域の面積が表示されます。 

同じ区域の面積をＧＰＳとコンパス測量で実測した結果は、次のとおりです。 

 

 

NO 

 

林況 

 

ＧＰＳ 

① 

コンパス 

測量 

② 

差 

①－② 

コンパス測量に

対する誤差率 
備 考 

 

１ 

ヒノキ１４年生 

樹高 9.5ｍ 

 

㎡ 

274 

 

   ㎡ 

253 

㎡ 

＋21 

 

 

8.3％ 

 

主林木により閉鎖している

ため、開空度は低い。 

 

２ 

ヒノキ１３年生 

樹高 9.3ｍ 

 

 

188 

 

 

233 

 

 

－45 

 

 

－19.3％ 

 

 

〃 

 

 

３ 

ヒノキ１３年生 

樹高 8.2ｍ 

 

 

344 

 

 

286 

 

 

＋58 

 

 

20.2％ 

 

 

〃 

 

 

４ 

ヒノキ８年生 

樹高 4.2ｍ 

 

 

464 

 

 

464 

 

 

０ 

 

 

0 

 

主林木の樹高が低く、開空

度は高い。 

 

 

５ 

スギ５年生 

樹高 3.3ｍ 

 

 

512 

 

 

521 

 

 

－9 

 

 

－1.7％ 

 

 

    〃 

 

 

６ 

ヒノキ５年生 

樹高 2.7ｍ 

 

 

311 

 

 

308 

 

＋3 

 

1.0％ 

 

    〃 

 

参考 

７ 

 

水田 

 

 

1,638 

 

(国調面積) 

1,658 

 

 

－20 

 

 

－1.2% 

 

 

開空度 100％ 

 

                 ※コンパス測量に対する誤差率は、（（①－②）／②）×100 で算出。 

 

 

実際に測定した箇所数も少なく、統計的な処理もしていないので、断定はできませんが、上空を遮る 

ものがない場合には、GARMIN  eTrex30J の「面積計算」機能で算出した面積であっても、ある程度の 

精度が得られているように思われます。 

 

 

 

 

 

 

参考事例 
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【ア行】 

ＥＰＳＧコード 

 ・・・地球を２次元で表示する時に必要となる定義（空間参照系や地図投影法等）に必要なパ 

ラメータを一つにまとめ、コードを割り振るための規格。 

European Petroleum Survey Groupの略 

 

位置情報 

 ・・・人や物、建物等の位置に関する情報。 

緯度と経度の座標で表す。 取得方法は、一般的にはGPS を利用する。 

 

緯度経度の表示と換算 

・・・例えば、北緯３３度３0 分４5 秒は、３３．５１２５度とも表示される。 

    換算式は、３３＋３０／60＋４５／3,600＝３３．５１２５ 

 

愛媛県森林総合情報システム 

 ・・・森林に関する情報（森林簿・森林計画図等）をパソコンで総合的に一元管理し、視覚的 

に表示・検索できる森林ＧＩＳ。  

 

愛媛県森林簿等管理要領 

 ・・・森林法に基づく地域森林計画の樹立のため、県が作成した森林簿等の適正な管理を図る 

ことを目的に定めたもの。 

 

ＭＳＡＳ／ＷＡＡＳ 

・・・ＧＰＳにも使われている静止衛星を利用した位置精度向上システム。 

MSAS はイギリス、WAAS はアメリカのシステム。 

（MTSAT Satellite-based Augmentation System／Wide Area Augmentation System） 

 

エンコーディング 

・・・複数の文字集合を同時に扱うための規則のこと。日本語表示する時に重要であり、一般 

的には、SHIFT‐JIS を使う。エンコーディングが異なると文字化けする。 

 

オープンソースソフトウェア 

・・・ソフトウェアの設計図にあたるソースコードが、インターネットなどを通じて無償で公 

開され、誰でもそのソフトウェアの改良、再配布が行えるソフトウェア。 

フリーソフトも無料で使用できるが、ソースコードが公開されていないので、改良や再 

配布は製作者の許可が必要となる。 

 

 

 

 

 

ＧＩＳ関連用語の解説 
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【カ行】 

空間参照系（ＳＲＳ、空間参照システム） 

・・・位置情報共有のための規格または定義のこと。空間参照システムともいわれる。 

Spatial  Reference  System 

 

 

空中写真（オルソ画像） 

・・・空中写真は、国土地理院（主に市街地、海岸部）と林野庁（主に山地）が、撮影区域を 

分担して定期的に撮影している。 

普通、航空カメラで撮影された空中写真は、レンズの中心に光束が集まる中心投影 

なので、レンズの中心から対象物までの距離の違いにより、画像に歪みが生じるが、 

標高データを用いて空中写真の歪みをなくし、真上から見たような傾きのない画像 

に変換し、位置情報を付与したものをオルソ画像という。 

 

コンバートソフト 

・・・ファイル形式を変換するソフト。 

 

 

【サ行】 

３２ビット・６４ビット 

・・・コンピューターのプロセッサ (CPU) が情報を処理する方法を指す。64 ビット バージ 

ョンの Windows は大容量のランダム アクセス メモリ (RAM) を、32 ビット シス 

テムに比べて、より効率的に処理できる。 

使用しているパソコンがどちらかを確認するには、スタートボタン→コントロールパ 

ネル→システムとセキュリティ→システム（システムの種類で確認する。） 

 

ＣＲＳ（座標参照系） 

・・・Coordinate  Reference  System   

   投影された地図上で実際の場所とどう関連付けられるかを定義する。 

地理座標系と投影座標系。 

   ＳＲＳ（空間参照系）との関係は、下図のとおり。 

  

（Geo pacific.orgホームページから引用） 



41 

 

 

ジオメトリ 

・・・点、線、曲線、面などの座標情報 

 

 

ＧＩＳ 

・・・地理情報システム（Geographic Information System） 

 

ＧＩＳソフト 

 ・・・地理情報システムを動かすソフトウェア 

 

ＧＰＳ 

 ・・・全地球測位システム（Global Positioning System）。 

アメリカ合衆国によって運用される衛星測位システム（地球上の現在位置を測定す 

るためのシステムのこと）２４機以上の衛星群により構成されている。 

また、ＧＰＳを受信する機械のことをいう。 

 

ＧＬＯＮＡＳＳ 

 ・・・Global Navigation Satellite System 

ロシアによって運用される衛星測位システム。ＧＰＳと同じく２４機以上の衛星群 

により構成されている。 

 

ＧＰＳ+ＧＬＯＮＡＳＳ 

 ・・・この両方を受信することで、より正確な位置情報を得ることができる。 

 

ＧＰＳロガー 

 ・・・ＧＰＳにより計測・収集したデータ（軌跡、時間等）を保存する装置。 

     機能が限定されるので安価に入手できる。 

 

準天頂衛星 みちびき 

 ・・・2010年 9月に日本で打ち上げられた、準天頂衛星の初号機。ＧＰＳを補完・補強するた 

めの衛星。非対称の８の字形の軌道で日本付近を周回し、静止衛星と同様に地球 

の自転に合わせた周期をとる。将来的には、数機の衛星を運用することで、日本 

の天頂付近に少なくとも１機の衛星が常に見えるようになる。 

 

スタンドアローン 

      ・・・システムが他のリソースに依存せず、単独で機能すること。コンピュータが「スタンド 

アローンである」という場合は、ＬＡＮなどのネットワークシステムに接続されたコン 

ピュータとの対比で用いられることが多い。 

 

属性テーブル 

 ・・・ベクタデータの属性値（たとえば森林のデータであれば、地番、面積、樹種、林齢等） 

を格納している表。(ラスタデータにはない。) 

    行（レコード）に各地物のデータを収納し、列(フィールド)で属性を示すデータベース 

になっている。属性テーブルは、自由に編集（追加、削除、結合等）できる。また、こ 

れを使って必要な情報を検索したり、表示させることができる。 
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【タ行】 

点データ・ラインデータ・ポリゴンデータ 

 ・・・点、線、面。（ポリゴンは面） 

 

 

【ハ行】 

プラットフォーム 

 ・・・あるソフトウェアやハードウェアを動作させるために必要な、基盤となるハードウェア 

やOSのこと。 

一般的にはソフトウェアやハードウェアは、対応しているプラットフォームが予め決ま

っており、異なるプラットフォーム上で使うことはできないが、ＱＧＩＳのように、複

数のプラットフォームでの動作が可能な製品などもあり、「マルチプラットフォーム対応」

と言われている。 

 

プロジェクト 

 ・・・QGIS では自分が作り上げたデータ表示を「プロジェクト」と呼び、プロジェクトをフ 

ァイルとして保存する。これは、プロジェクトファイル(拡張子.qgis)と呼ばれ、データ 

ファイルの保存先、レイヤの順序、それぞれのシンボル（ポリゴンの色やアウトライン、 

点や線）の色や太さなどの設定、地図縮尺、凡例、方位記号、地図の表示範囲等の情報 

を保存している。 

プロジェクトファイル自体には、地図上に表示されている空間データは保存されていな 

いので、別のパソコンで表示する場合は、空間データファイルと一緒にコピーしなけれ 

ば表示されない。 

 

 

【ラ行】 

レイヤー 

 ・・・層、階層、層にする、層をなす、などの意味を持つ。ＱＧＩＳで森林を表示する場合、 

空中写真、林小班図、等高線、河川などのデータを重ね合わせていくが、この構成する 

一つ一つの階層のことをレイヤという。 

 

 

ログインＩＤ・パスワード 

      ・・・国土地理院基盤地図情報ダウンロードサービスを利用する際に必要となる個人を識別する  

もの。事前に登録したユーザーIDとパスワードを入力し、正規の使用者であることを証明

して、ネットワークに入り、データのダウンロードを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 

 

 

 

 

 

 

  このマニュアルの作成に当たっては、下記図書及びホームページ等を参考にしています。 

☆ 参考図書 

図 書 名 著 者 発 行 所 

フリーソフトでここまで出来る 

実務で使う林業ＧＩＳ 
竹島喜芳 著 全国林業改良普及協会 

ＱuantumＧＩＳ入門 今木洋大 編著 古今書院 

林業ＧＰＳ徹底活用術 共著 全国林業改良普及協会 

続・林業ＧＰＳ徹底活用術応用編 共著 全国林業改良普及協会 

 

 

☆ 参考ホームページ 

http://www.gsi.go.jp/kankyochiri/globalmap.html  国土地理院 

http://www.slideshare.net/wata909/qgis      ＯＳGeo 財団日本支部（セミナー前半）                          

http://www.slideshare.net/wata909/qgis-4631062 ＯＳGeo 財団日本支部（ 〃後半） 

http://odweb.tksc.jaxa.jp/odds/main.jsp           軌道情報提供サービス 

http://www.geopacific.org/             ジオパシフィック 

http://www.ecoris.co.jp/                      株式会社エコリス 

http://www.pasco.co.jp/recommend/        株式会社パスコ 

http://koutochas.seesaa.net/                     森林土木ｍｅｍｏ 

http://civileng.ec-net.jp/5uchigoma/3study.html   うちごまのＧＩＳ資料棚 

http://www.jmc.or.jp/sale/photo.html    日本地図センター(国土地理院撮影分) 

http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kutyu_syasin/  林野庁ＨＰ 

 

ＱＧＩＳ関連参考図書等 

http://www.gsi.go.jp/kankyochiri/globalmap.html
http://www.slideshare.net/wata909/qgis
http://www.slideshare.net/wata909/qgis-4631062
http://odweb.tksc.jaxa.jp/odds/main.jsp
http://www.geopacific.org/
http://www.ecoris.co.jp/
http://www.pasco.co.jp/recommend/
http://koutochas.seesaa.net/
http://civileng.ec-net.jp/5uchigoma/3study.html
http://www.jmc.or.jp/sale/photo.html
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kutyu_syasin/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【 連絡先 】 

 

愛媛県農林水産研究所林業研究センター研究指導室 

       住  所 ：愛媛県上浮穴郡久万高原町菅生二番耕地 280－38 

       電話番号 ：０８９２－２１－２２６６ 

         FAX 番号：０８９２－２１－３０６８ 

               E‐mail ：ringyo‐cnt@pref.ehime.jp 

 

 

 

 

 

 


